
平成３０年４月２０日

九 州 地 方 整 備 局

川辺川ダム砂防事務所

災害時等における協定締結業者と意見交換会を開催！
～平成３０年度「川辺川ダム砂防事務所管内における災害時等応急対策に関する

基本協定」の締結業者と意見交換会を開催します～

国土交通省九州地方整備局川辺川ダム砂防事務所では、災害時の迅速な応急対策の

ため、毎年公募により協力会社を募集し、工事及び業務（地質調査・調査測量・設計

等）に関する基本協定を結んでいます。これは、あらかじめ災害時の応急対策につい

て、協力会社と協定を締結しておくことにより、災害が発生した場合に、より迅速で

的確な対応を可能にするとともに、災害の拡大防止と早期復旧を図るものです。

これまで本協定に基づき、平成２４年７月の九州北部豪雨では川辺川流域で発生

した大量の土砂を捕捉した砂防堰堤における緊急除石工事や、平成２６年４月の鳥イ

ンフルエンザ対応として照明車・散水車の緊急配備、平成２８年４月の熊本地震では

阿蘇地域を中心とした崩壊地の緊急調査などを実施してきました。

平成３０年度は、建設工事部門（７社）、建設コンサルタント部門（１９社）と協

定を締結しました（詳細は別紙）。いざという時のための防災意識の向上、協力体制

の確認をするために、協定締結業者との意見交換会を下記のとおり開催します。

記

１ 日 時：平成３０年４月２５日（水）１３時３０分～１５時００分

２ 場 所：国土交通省 九州地方整備局 川辺川ダム砂防事務所 １階第１会議室

〒868-0095 熊本県球磨郡相良村大字柳瀬3317

３ 内 容：災害対応時における課題等に関する意見交換 等

【問い合わせ先】

国土交通省 九州地方整備局 川辺川ダム砂防事務所

技術副所長 与那嶺 淳 （よなみね あつし）

調査課長 岡村 雄一（おかむら ゆういち）

電 話 ０９６６－２３－３１７４（代表）



区分 　　　　　　会　社　名

工事　 青木建設（株）

工事　 味岡建設（株）

工事　 岩奥産業（株）

工事　 （株）技建日本

工事　 （株）白砂組

工事　 丸昭建設（株）

工事　 三和建設（株）

区分 　　　　　　会　社　名

業務 （株）アイエステー

業務 朝日航洋（株）　九州空情支社

業務 アジア航測（株）　南九州支店

業務 （株）有明測量開発社

業務 応用地質（株）　九州支社

業務 （株）九英

業務 （株）九州開発エンジニヤリング

業務 （株）建設技術コンサルタンツ

業務 国際航業（株）　熊本営業所

業務 国土防災技術（株）　熊本支店

業務 砂防エンジニアリング（株）　九州支社

業務 （株）大進コンサルタント

業務 大福コンサルタント（株）

業務 中央開発（株）　九州支社

業務 西日本測量設計（株）

業務 日本工営（株）　福岡支店

業務 （株）パスコ　熊本支店

業務 (株)水野建設コンサルタント

業務 八洲開発（株）

災　害　時　等　応　急　対　策（工事）　７社

災　害　時　応　急　対　策（業務）　　１９社



　

◆応急対策工事（工事部門）の事例（実働、訓練）

砂防堰堤における緊急除石対策工事

災害時等応急対策工事・業務に関する基本協定業者による事例（実働・訓練）

◆災害時の被災状況調査（業務部門）の事例（実働・訓練）

Ｈ24．7   五木村

Ｈ24.7   五木村

（元井谷水源）

ワイヤーセンサーの設置状況

H26.4 鳥インフル

ヘリコプターによる機材輸送訓練

H28.7 へりによる分組バックホウの空輸（南阿蘇村）

Ｈ27.12 九州技術事務所

H26.4 鳥インフルエンザ拡大防止

ヘリコプターによる上空からの被災状況 緊急調査（実
（※九州地方整備局ＨＰより）

Ｈ26.7 川辺川ダム砂防事務所

鳥インフルエンザ拡大防止(災害支援）

照明車・散水車待機状況

大型土のう積みによる道路応急対策工事 災害対策用機械訓練（ロボＱ)

H28.2 へりによる川辺川流域調査（五木村)  

H28.3 ヘリコプターからのブイ投下訓練(緑川ダム) H28.5 土砂災害緊急点検（南阿蘇村）
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